
18 － 8
15 － 11
27 － 9
19 － 18
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ
4 9 1 3 0 0 4 13 0 4 5 4
5 12 4 0 0 1 5 12 1 4 1 2
6 6 0 3 0 1 6 3 1 0 0 0
7 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 0
8 0 0 0 0 0 8 6 0 2 2 0
9 0 0 0 0 2 9 0 0 0 0 0
10 2 0 0 2 1 10 0 0 0 0 0
11 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 1
12 2 0 1 0 0 12 2 0 1 0 1
13 22 2 7 2 2 13 0 0 0 0 0
14 2 0 1 0 4 14 0 0 0 0 2
15 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0
16 14 1 4 3 0 16 0 0 0 0 0
17 4 1 0 1 0 17 0 0 0 0 0
18 6 2 0 0 0 18 10 0 4 2 1

79 11 19 8 46 2 15 10
○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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熊本商 鹿児島

鹿児島期
日 2007年（平成19年)2月3日(土) ○ ●熊本 鹿児島

赤　﨑　成　美
服　部　秀　美

大
会
名

第37回全九州高等学校ﾊﾞｽｹｯﾄ
ﾎﾞｰﾙ春季選手権大会

１回戦

熊本商 79 46

　熊本１位熊本商業　鹿児島２位鹿児島高校の対戦。序盤は両者固さが見られ、一進一退の攻防だったが、スピードあるパス
回し、外郭のシュート力等、自力に優る熊本商業が実力を見せ、７９対４６で勝利。
  第１P、両チームともハーフマンツーマンディフェンスでスタート。鹿児島高校は＃１８服部の３連続得点、熊本商業は＃
４伊藤、＃１６大場の得点で両者一進一退の攻防。中盤、熊本商＃１３平原の３Pなどでリズムを掴みかけ、１８対８の熊本
商業１０点差のリードで第１P終了。
  第２P、両者譲らぬ展開が続く。中盤、熊本商業＃１３平原の３P、これに対し鹿児島高校＃４原囿のドライブインで対抗す
るが徐々に熊本商業が激しいディフェンスで流れを引き込んでいく。終盤、鹿児島高校＃８川原が反撃するが、３３対１９の
１４点差熊本商業リードで前半終了。
  第３P、完全にリズムを掴んだ熊本商業は＃５大中の連続３Pで４６対２１の２５点差とする。たまらず鹿児島高校はタイム
アウトをとり流れを変えようとするが、熊本商業＃５大中＃１３平原の連続３Pで突き放し、６０対２８の３２点差に広げ終
了。
  第４P、鹿児島高校は＃４原囿のミドルシュートなどで反撃するが、単発にしか決まらず得点が伸びない。これに対し、熊
本商業は内、外からリズムのいいシュートで得点を重ね結局自力に優る熊本商業が７９対４６の３３点差で勝利。

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

0 5 10 15 20 25 30 35 40

経過時間

得
点

熊本商
鹿児島熊本TO　14:20

鹿児島TO　18:05

熊本TO　23:49

鹿児島TO　32:42

熊本TO　36:01


